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令和７年６月１２日 

 



     令和７年滝沢市議会定例会６月会議 会議日程 滝沢市議会事務局 

日次 月  日 会議区分 開議時刻 日  程 

１ ６月１２日（木） 本 会 議 10:00 

・再開 

・諸般の報告 

・行政報告 

・会議録署名議員の指名 

・議案第１号～第５号 提案理由説明 

・承認第１号     提案理由説明 

・報告第１号～第８号 報告 

２ ６月１３日（金） 各常任委員会 10:00 ・所管事務調査等 

３ ６月１４日（土） 休   会 －  

４ ６月１５日（日） 休   会 －  

５ ６月１６日（月） 

本 会 議 

一般質問（４名） 

60分／人 

10:00 

１ 奥津 一俊 
○自治体新電力について 

○効率的な公共施設等の維持管理について 

２ 山谷  仁 ○県央ブロックごみ処理について 

３ 藤原  治 
○自治会活動と市からの依頼等について 

○施設使用料について 

４ 川口 清之 ○本市の小学校及び中学校給食費の無償化について 

６ ６月１７日（火） 

本 会 議 

一般質問（４名） 

60分／人 

10:00 

１ 仲田 孝行 
○本市の介護職員の状況について 

○市内小中学校の不登校対策について 

２ 鍵本  桂 
○災害対策について 

○地域医療の実態について 

３ 日向 裕子 
○本市学校体育におけるプール授業の在り方等について 

○森林環境税の有効活用について 

４ 安部 理絵 
○子どもがすくすく育つ環境づくりについて 

○イベント等の動画配信について 

７ ６月１８日（水） 

本 会 議 

一般質問（３名） 

60分／人 

10:00 

１ 村木 香織 
○民生委員・児童委員について 

○防犯について 

２ 菅野 福雄 

○小中学生の不登校について 

○ふるさと納税について 

○災害時の要支援者避難支援について 

３ 小田島清美 

○居場所づくりについて 

○デジタル社会への対応について 

○市の委嘱委員について 

○街灯の設置について 

４ 相原 孝彦 

○カスタマーハラスメント対策について 

○米国の相互関税について 

○滝沢市の歴史財産の保存について 

○森林の感謝祭で植樹された桜について 

８ ６月１９日（木） 休   会 －  

９ ６月２０日（金） 
本 会 議 10:00 

・議案 審議 

・承認 審議 

・散会 

議会運営委員会 本会議終了後 ・所掌事務調査等 
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令和７年滝沢市議会定例会６月会議議事日程（第１号） 

 

 

令和７年６月１２日（木）午前１０時開議 

 

諸般の報告 

 

（１）現金出納検査結果報告書 

（２）定期監査報告書 

（３）議会活動・議員派遣報告 

（４）説明員の報告 

 

行政報告 

 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

日程第２ 議案第１号 令和７年度滝沢市一般会計補正予算（第１号） 

 

日程第３ 議案第２号 令和７年度滝沢市国民健康保険特別会計補正予算（第１

号） 

 

日程第４ 議案第３号 令和７年度滝沢市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 

日程第５ 議案第４号 滝沢市子ども、妊産婦、重度心身障がい者及びひとり親

家庭医療費給付条例の一部を改正することについて 

 

日程第６ 議案第５号 財産の取得に関し議決を求めることについて 

 

日程第７ 承認第１号 令和６年度滝沢市一般会計補正予算（第１１号）の専決

処分の承認を求めることについて 

 

日程第８ 報告第１号 滝沢市税条例の一部を改正する条例の専決処分について 

 

日程第９ 報告第２号 滝沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決

処分について 

 

日程第１０ 報告第３号 滝沢市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を

定める条例及び滝沢市特定教育・保育施設及び特定地域

型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例の専決処分について 

 

日程第１１ 報告第４号 損害賠償請求案件の専決処分について 
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日程第１２ 報告第５号 令和６年度滝沢市一般会計継続費繰越計算書について 

 

日程第１３ 報告第６号 令和６年度滝沢市一般会計繰越明許費繰越計算書につい

て 

 

日程第１４ 報告第７号 令和６年度滝沢市水道事業会計予算繰越計算書について 

 

日程第１５ 報告第８号 令和６年度滝沢市下水道事業会計予算繰越計算書につい

て 

 

日程第１６ 議員派遣の件 
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令和７年滝沢市議会定例会６月会議議事日程（第２号） 

 

 

令和７年６月１６日（月）午前１０時開議 

 

 

日程第１  一般質問（４名） 

 

 

（１）  １番 奥 津 一 俊 議員 

 

 

（２） １４番 山 谷   仁 議員 

 

 

（３）  ３番 藤 原   治 議員 

 

 

（４）  ９番 川 口 清 之 議員 
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令和７年滝沢市議会定例会６月会議議事日程（第３号） 

 

 

令和７年６月１７日（火）午前１０時開議 

 

 

日程第１  一般質問（４名） 

 

 

（１） １０番 仲 田 孝 行 議員 

 

 

（２） １５番 鍵 本   桂 議員 

 

 

（３）  ６番 日 向 裕 子 議員 

 

 

（４）  ７番 安 部 理 絵 議員 
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令和７年滝沢市議会定例会６月会議議事日程（第４号） 

 

 

令和７年６月１８日（水）午前１０時開議 

 

 

日程第１  一般質問（４名） 

 

 

      （１）  ８番 村 木 香 織 議員 

 

 

（２）  ２番 菅 野 福 雄 議員 

 

 

（３） １１番 小田島 清 美 議員 

 

 

（４） １２番 相 原 孝 彦 議員 
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令和７年滝沢市議会定例会６月会議一般質問項目 

日程 順序 通告議員名  質 問 事 項  

６ 

月 

16 

日 

(月) 

１ 奥 津 一 俊 
○自治体新電力について 

○効率的な公共施設等の維持管理について  

２ 山 谷   仁 ○県央ブロックごみ処理について  

３ 藤 原   治 
○自治会活動と市からの依頼等について  

○施設使用料について  

４ 川 口 清 之 ○本市の小学校及び中学校給食費の無償化について  

６ 

月 

17 

日 

(火) 

１ 仲 田 孝 行 
○本市の介護職員の状況について  

○市内小中学校の不登校対策について  

２ 鍵 本   桂 
○災害対策について  

○地域医療の実態について  

３ 日 向 裕 子 

○本市学校体育におけるプール授業の在り方等につい  

 て 

○森林環境税の有効活用について  

４ 安 部 理 絵 
○子どもがすくすく育つ環境づくりについて  

○イベント等の動画配信について  

６ 

月 

18 

日 

(水) 

１ 村 木 香 織 
○民生委員・児童委員について  

○防犯について  

２ 菅 野 福 雄 

○小中学生の不登校について  

○ふるさと納税について 

○災害時の要支援者避難支援について  

３ 小田島 清 美 

○居場所づくりについて 

○デジタル社会への対応について  

○市の委嘱委員について 

○街灯の設置について  

４ 相 原 孝 彦 

○カスタマーハラスメント対策について  

○米国の相互関税について  

○滝沢市の歴史財産の保存について  

○森林の感謝祭で植樹された桜について  
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１

(１)

ＳＤＧｓと市の施策との関連性を明らかにしながら、一体的な取組の推進を
第２次滝沢市総合計画基本構想で示していることを踏まえ、公共施設、住民に
対する率先した省エネルギーや再生可能エネルギーの活用推進支援など、安価
かつ効率的で信頼性の高い持続可能なエネルギー源利用のアクセスを増やす具
体的方法について提示願います。

(２)
サステナビリティ活動を積極的に行っている市内企業も確認されている状況

下、市内企業が環境先進企業として認められるために、再生可能エネルギーの
導入を支援する施策は検討されたのか提示願います。

(３)

令和９年度からの県企業局電力供給契約候補者選定に係わる公募型プロポー
ザルのうち、滝発電所の電力供給契約中の久慈地域エネルギーを参考にして、
１０か所の対象発電所のうち、岩洞第二発電所のみを抽出し単独の契約対象と
することの可否を県と協議することも含め、これらのプロポーザルへの応募に
ついて、見解を伺います。

(４)

地域企業の主体的な経営への参画が極めて重要と考える自治体新電力につい
て、先進事例で把握された課題に対する対応策の検討も含め、地域経済循環、
脱炭素化の地域での担い手となることを目的とし検討すべきと考えますが、見
解を伺います。

(５)

ＲＥ１００に参加する日本企業が拡大していること、脱炭素社会の実現に向
けて再生可能エネルギーの更なる導入拡大を目指すことが示された第７次エネ
ルギー基本計画が閣議決定されたことなど、再生可能エネルギーの導入を意識
した環境先進企業が進出しやすい環境づくりが重要と考えますが、令和７年度
に基本設計とともに企業誘致活動が示されたＩＣＴ産業集積拠点整備事業で考
慮されるのか、提示願います。

(１)

文部科学省策定のインフラ長寿命化計画（行動計画）で示されている「メン
テナンスサイクルの構築」を意識し、学校教育施設の維持管理、修繕及び更新
等を含む老朽化対策に生かすための日常点検における点検部位、部位別の点検
頻度、評価基準及び応急対策方法等を明記した日常点検の要領書策定につい
て、見解を伺います。

○効率的な公共施設等の維持管理について

滝沢市公共施設等総合管理計画を平成２８年度に策定し、軽微な段階の劣化や損傷を
点検等で早期に把握、予防的な修繕等を実施する予防保全型維持管理の考え方を取り入
れ、ライフサイクルコストの低減や平準化を示していますが、物理的な不具合を早期に
是正、標準より耐用年数を延ばしていく長寿命化を推進するため、法令で定められてい
る専門技術者による定期点検のほかに、重要と考える日常点検について、次の２点を伺
います。

令和７年滝沢市議会定例会６月会議一般質問項目（通告書全文）

順序  通告議員・質問事項

奥津　一俊　議員

○自治体新電力について

パリ協定以降、脱炭素化は国家だけでなく企業にとっても大きな課題となっており、
脱炭素化への取組が、企業価値に直結しているといっても過言ではなく、投資家の判断
材料の１つとしても重視されています。

それに対し、自治体が出資を行い、限られた地域に電気を供給する自治体新電力は、
ＳＤＧｓ未来都市やゼロカーボンシティなどの観点からも注目を集めており、県内でも
北上新電力、久慈地域エネルギー及び宮古新電力の事例、さらには、ＳＤＧｓ未来都市
に選出された成功事例も確認されています。

以上を踏まえ、公共施設の電気代削減、エネルギーの地産地消、環境先進企業への支
援、地域経済循環構造及び地域脱炭素化等を意識し、次の５点について伺います。

６
月
16
日
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令和７年滝沢市議会定例会６月会議一般質問項目（通告書全文）

順序  通告議員・質問事項

(２)

ハコモノに対し予防保全型維持管理を行うためには、現状把握を充実させて
いく必要があり、そのためには資格や専門知識が必要な法定点検や保守点検だ
けではなく、施設管理者が行う日常点検も重要と考えます。水や空気などの劣
化因子に直接的に接触する建物の屋根や外壁などについて、施設管理者が劣化
部分や損傷部分を早期発見し、早期対策することは困難であり、その対応とし
て新技術の導入や市内業者に委託することも検討すべきと考えますが、見解を
伺います。

２

１
焼却方式が様々ある中で、ストーカ式焼却方式、シャフト炉式ガス化溶融方

式、流動床式ガス化溶融方式の３つの方式に絞られていると認識しています
が、本市としてはどの方式に優位性があると考えているのか伺います。

２

令和７年７月から令和９年３月にかけて新たな「事業者選定委員会」で業者
選定を行う、すなわち、焼却方式を１つに絞る予定になっていますが、市長は
以前の一般質問に対し、現在本市で採用しているシャフト炉式ガス化溶融方式
の優位性を答弁していましたが、どのような場面で、ほかの首長にその考えを
伝えているのか、具体的に伺います。

３
新焼却施設の稼働が開始された後に、焼却方式により焼却灰の量は違います

が、焼却灰の最終処分については、どこが主体となり場所、運搬方法、処理を
行うと考えているのか、当局の考えを伺います。

４
現在、本市の焼却方式は、市民にとってほぼ満足との声を聴きます。最終処

分についての考え方などを踏まえて、その声を最大限反映させることに力を注
いでほしいと考えますが、見解を伺います。

５
施設整備に向けた建設費、維持管理費、諸税などにおける本市の分担金を含

めた本市の財政負担の見通しについて、今後どのように見込まれているのか伺
います。

６
以上の内容から、本市にとっての課題も含め、十分に市民へ周知を図るた

め、市民説明会を開催する必要があると考えますが、見解を伺います。

本市を含む県央ブロックごみ処理は、現在、盛岡広域環境組合において、令和１４年
度に新たなごみ処理施設の稼働開始を目指し検討が進められていること、また、そのご
み処理施設の方式決定に際しては、焼却灰等の処分費用等も含めたトータルコストまで
考えて選定していくこと、また、これに関連し、県央ブロックごみ処理体制検討協議会
でも検討が進められている状況と捉えています。

しかしながら、その処理の場所や処理の仕方、検討経過、決定内容などは、あまり市
民には周知されていないと考え、以下の６点について伺います。

山谷　仁　議員

○県央ブロックごみ処理について

６
月
16
日
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令和７年滝沢市議会定例会６月会議一般質問項目（通告書全文）

順序  通告議員・質問事項

３

(１)
市からの委嘱委員等の推薦依頼や依頼業務が多いことが「回避すべき脅威」

と市自治会連合会が捉えていること、また、これらのことが自治会本来の役割
として本当に必要なことなのか含め、どのように認識しているのか伺います。

(２)
この提言書の発行以降に、これらの課題の改善に向けた検討をした経緯があ

るのか伺います。

(３) 　今後、この脅威を軽減していくべきと考えますが、見解を伺います。

(１)
使用料の市内・市外区分の割合を２倍から１.５倍へと引き下げるべきと考え

ますが、見解を伺います。

(２)
使用料の市外区分の対象者から本市への通勤者及び通学者を除外するべきと

考えますが、見解を伺います。

(３)
広域利用の視点から、使用料の市外区分の対象者から広域市町の住民の除外

も検討するべきと考えますが、見解を伺います。

(４)
体育施設以外の施設使用料についても、同様の検討をするべきと考えます

が、見解を伺います。

○施設使用料について

現在、本市の体育施設使用料は、市内・市外に区分され、市外区分の使用料は市内区
分の使用料の２倍となっています。この区分による使用料の差を調べてみると、１.５
倍としている他県の市町村の例も多く見受けられる中、２倍の使用料は感覚的にも高
く、本市施設より県や盛岡市の体育施設を多く利用しているとの声をよく聞きます。

また、市内・市外区分を設定している他自治体の中でも、在勤、在学の方を対象外と
して市内区分を適用している例が多く見受けられます。本市自治基本条例に規定する
「市民」には、通勤者及び通学者も「市民」と定義していますが、現在は、本市に所在
する２つの大学に通学する学生も、本市に住所異動をしていなければ、市外区分の使用
料で利用している状況であり、これは市役所職員も同様となっています。

さらには、隣接する盛岡市の体育施設使用料は、市内・市外の区分は無いと認識して
おり、広域市町在住者への使用料は市外区分を適用しない県外自治体も多く見受けられ
ます。
　これらのことから、次の４点について伺います。

６
月
16
日

藤原　治　議員

○自治会活動と市からの依頼等について

「提言書～これからの自治会のあり方～」が、市自治会連合会から令和４年３月に発
行され、およそ３年経過しました。各自治会は、それぞれの地域性の課題・特徴などを
活かしつつ、この提言書を参考に改善を進め、活動をしているものと認識しています。

しかしながら、自治会内部だけでは解決できない難しい課題もあると捉えています。
それは、この提言書の第４章内「自治会役員から見た自治会の現状と課題」に記載され
ている「自治会から推薦する市の委嘱委員等のなり手がいない」こと、また、第５章内
「自治会を取り巻く外部環境」に「回避すべき脅威」として「市からの委嘱委員等の推
薦依頼、依頼業務が多い」と記載されていることです。このことは多数の自治会役員か
らも声が上がっており、私もそのように捉えています。
　このことから、次の３点を伺います。
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令和７年滝沢市議会定例会６月会議一般質問項目（通告書全文）

順序  通告議員・質問事項

４

１
令和７年３月２８日に学校給食費の無償化を求める滝沢の会から、２，５７

２筆の署名が滝沢市長あてに提出されました。多くの市民が賛同した署名を重
く受け止めるべきと考えますが、市の見解を伺います。

２

岩手県では、１１の市町村（葛巻町、金ケ崎町、陸前高田市、宮古市、山田
町、田野畑村、洋野町、普代村、軽米町、九戸村、岩泉町）、県下３３自治体
の１／３がすでに学校給食費を無償化しています。本市も無償化すべきと考え
ますが、見解を伺います。

６
月
16
日

川口　清之　議員

○本市の小学校及び中学校給食費の無償化について

taki641
テキストボックス
11



令和７年滝沢市議会定例会６月会議一般質問項目（通告書全文）

順序  通告議員・質問事項

５

(１) 　市内事業者の介護職員の過不足状況を伺います。

(２) 　訪問介護を行っている事業者の介護職員の過不足状況を伺います。

(３)
全産業平均との賃金格差を埋めるために、市内の保育士のように家賃補助等

の施策を検討することができないか伺います。

(１) 　本市の小中学校の不登校児童生徒の過去５年間の推移を伺います。

(２)
不登校の子どもの多くは、様々な理由から心に影響が生じた状態と捉えます

が、子どもへの支援の基本が、子どもの心への理解と必要に応じた休息・回復
の保障に据えられているのか伺います。

(３)
国の不登校対策は、教育機会確保法に基づきながらも「学習活動」への支援

が中心になり、子どもの気持ちを尊重する対応が少ないと捉えますが、本市に
おける対応を伺います。

(４)
子どもの休息と回復を支えるには、親への支援も必要と捉えますが、見解を

伺います。

(５)

当事者実態ニーズ全国調査結果によると、子どもが「学校に行きづらいと思
い始めたきっかけ」の上位３つは「先生との関係」「勉強は分かるけど授業が
合わない」「学校のシステムの問題」といずれも学校関係で、少なくない子ど
もが「学校が嫌い」と言うそうです。子どもの３６．９％、保護者の６９．
８％が「学校が変わってほしい」と望んでいますが、見解を伺います。

６
月
17
日

県内の介護職員等の離職率は、令和５年度１２．２％で前年度比２ポイントも上昇し
ています。一方で、全国では５年度１３．１％で前年度比１．３ポイント改善していま
す。介護職員数は、介護サービス施設・事業所調査によると令和５年２３，７４４人と
前年より７２２人減っている状況です。また、介護従事者の過不足の状況は、介護労働
実態調査において大いに不足、不足、やや不足の回答を合わせると６５．４％に上りま
す。

さらに、賃金構造基本統計調査による介護職員（医療・介護施設等）の所定内給与額
によると県内の介護職員の月額賃金の推移は、令和３年２２３千円、４年２２５千円、
５年２１８千円となっており、全産業平均より３年２６．５千円、４年２７．６千円、
５年４１．８千円と月額で約３万円から４万円も低い状況です。そこで以下の３点を伺
います。

仲田　孝行　議員

○本市の介護職員の状況について

○市内小中学校の不登校対策について

子どもの不登校はこの１０年で３倍と急激に増え、全国の小中学生併せて３４６，０
００人を超えました。また、これまで少なかった小学校低学年でも増えています。今こ
そ、不登校について子どもも親も安心できる施策が求められています。一つは、行き渋
りや不登校で悩んでいる子どもや保護者への支援策を講ずること、もう一つは「学校が
嫌い」という子どもが急増していることから、子どもが通いたくなる学校にしていくこ
とが重要と考えます。以上を踏まえ、以下の５点を伺います。
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令和７年滝沢市議会定例会６月会議一般質問項目（通告書全文）

順序  通告議員・質問事項

６

(１)

岩手山噴火など大規模な災害が想定されることから、内閣府防災担当が運用
するＩＳＵＴ(アイサット、災害時情報集約支援チーム）を活用することによ
り、広範囲での災害対応が可能になると考えますが、当局の見解をお示しくだ
さい。

(２)

停電や断水時にはトイレが使用できなくなることから、避難所別のトイレ状
況を事前に市民へ周知し、仮設トイレ、簡易トイレ及び携帯トイレでの対応が
できない状況も想定し、令和６年能登半島地震の被害を教訓にトイレトレー
ラーの導入を提言しますが、スフィア基準を基に、市がどのような対応策を準
備しているかお示しください。

(３)

令和６年能登半島地震の際に、災害時の母子や女性への栄養面などの対応が
全国的に進んでいないことが明らかになりました。乳幼児の栄養確保や母乳育
児支援について、授乳アセスメントシートの活用などが挙げられますが、本市
の対策をお示しください。

(４)

行政、市民及び企業が一体となり、備蓄食料の入れ替えや備蓄品の更新のた
めに、大規模な防災訓練の実施を早急に行い、防災訓練の一環として備蓄食品
を市民へ提供することで、当局の工夫により備蓄食品を廃棄せずに運用してい
る現状を市民が知る機会につながると考えますが、当局の見解をお示しくださ
い。

(１)
地域密着型医療の強化を図るため、産後育児支援のあり方として市産後ケア

事業だけでは理想的な状態とは言えず、宿泊しながら母親の心身の回復と育児
技術指導を提供する事業も必要と考えますが、当局の見解をお示しください。

(２)

在宅医療と訪問介護の連携体制について、岩手西北医師会に所属するかかり
つけ医だけでは対応が手一杯の状況であることから、オンライン診療主体の市
立診療所を開設し、新たな在宅医療連携拠点が必要と考えますが、当局の見解
をお示しください。

(３)

本市を含む盛岡保険医療圏８市町で、人口当たりの医療人材は矢巾町が最も
多く、本市は最も少ないことから、地域の偏りを改善するため、岩手医科大学
や盛岡周辺の医師会と連携した地域完結型医療が必要であり、総合的な能力を
有する小規模医療機関を増やす必要があると考えますが、当局の見解をお示し
ください。

「滝沢市地域医療に関する現況調査」の調査結果報告書の内容を踏まえ、市民の高い
医療ニーズに対し、身近な医療の充実、在宅・訪問医療の整備、救急・専門医療へのア
クセスの改善など、地域に即した包括的な医療体制の充実・強化を最優先に取り組むべ
き事項と考えます。

このことは、第２次滝沢市総合計画における健康こども部門の「こどもから大人まで
安心して暮らし、健やかに成長できるまち」、福祉部門の「誰もが自分らしい暮らしと
生きがいをもてるまち」に掲げる施策とも一致しており、これらを進める観点から、以
下を中心に当局の見解を伺います。

６
月
17
日

今般の大規模自然災害や岩手山の火山活動が活発化している状況で、市が目指すべき
防災ビジョンとして、人々が個々の防災力を発揮し、防災能力を育み、お互いを思いや
る地域社会を目指す安全・安心なまちを掲げ、また、県の「みんなで取り組む防災活動
促進条例」に基づき、市民の責務としても、誠実に防災上の責務を果たし、自ら災害に
備え自発的な防災活動に参加するなど防災に寄与するよう努めることを促すことが必要
と考え、以下を中心に当局の見解を伺います。

鍵本　桂　議員

○災害対策について

○地域医療の実態について

taki641
テキストボックス
13



令和７年滝沢市議会定例会６月会議一般質問項目（通告書全文）

順序  通告議員・質問事項

(４)

交通アクセス確保の観点から、盛岡医療圏域への送迎サービス、福祉バスの
運行路線拡大、医療機関への交通手段確保を目的とした配車手配サービスの開
発や新たな交通手段の検討及び導入が必要と考えますが、当局の見解をお示し
ください。

７

(１)
プール授業における欠席者の増加は、どのようなことが要因と捉えているの

か伺います。

(２)
中学校での水泳の実技指導は実施しないとの案以外に検討されたのか伺いま

す。

(３)

ほかの自治体では、２校や３校共有でのプール設備を整備したり、民間プー
ルなどを利用して実技授業などを行っている自治体もあります。たとえば、市
営の全天候型屋内プールを建設し、市内の学校利用や料金を設定して市民に利
用していただくなどの案も考えられますが、検討されているのか伺います。

(４)
使われなくなったプールのその後の跡地は、どのように活用するのか伺いま

す。

(１) 　これまでの活用状況について伺います。

(２)
林野庁は、森林環境税の使い道について、間伐等の森林整備関係、人材育成

関係、木材利用・普及啓発関係の３つの使途を掲げていますが、本市ではどの
ような計画で活用していくのか伺います。

森林環境税は、森林の地球温暖化防止機能、災害防止と国土保全機能、水源涵養機能
を発揮させるための「森林整備及びその促進に関する費用」に充てるための国税であ
り、令和６年度から国内に住所を有する個人に対し、個人住民税の均等割りと併せて課
税が始まりましたが、地球温暖化が進み自然災害の頻度が増加傾向にある昨今、まだま
だこの国税を有効活用しきれていない自治体が数多くあります。森林環境税を最大限活
用するための本市の施策について、以下のとおり伺います。

６
月
17
日

○森林環境税の有効活用について

○本市学校体育におけるプール授業の在り方等について

本市学校体育におけるプール授業の在り方をめぐり、令和６年９月に第１回検討委員
会が開かれ、その後、令和６年１１月に開催された第２回検討委員会において提出され
た方針について了承されました。そのプログラムは、令和７年度から小学校段階におい
ては水泳実技授業の充実を目指し、中学校での水泳の実技指導は実施しないという内容
でした。修繕や改築などに要する膨大な費用、減少傾向にある児童生徒数、夏の気温上
昇に伴うプール授業中止の頻度の上昇、授業欠席者の増加傾向等、様々な要因からこの
ような結果に終結したものと捉えています。

この方針を受け、今後のプール授業の在り方が生徒にどのように影響していくのか検
証していく必要があると考え、以下のとおり伺います。

日向　裕子　議員
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令和７年滝沢市議会定例会６月会議一般質問項目（通告書全文）

順序  通告議員・質問事項

８

(１) 　放課後の子どもたちの居場所づくりと環境改善について伺います。

ア

保護者の就労形態の多様化などで利用者が増加しており、現在６０名近くが
登録している放課後児童クラブもあります。本計画では放課後児童クラブの整
備等も含めた子どもが安心・安全に過ごせる居場所づくりの推進を掲げていま
すが、その具体策を伺います。

イ

現在３か所に設置されている放課後子ども教室について「新たな放課後子ど
も教室の設置の要望があることを想定し、地域において既に居場所となってい
る場所の把握に努めるほか、居場所づくりを目指す団体の支援」とあります
が、具体策を伺います。

ウ

放課後子ども教室に関し、参加している子どもや保護者に対するアンケート
が実施されていますが、放課後児童クラブを利用している子どもや保護者に対
するアンケートも行うことで、利用者ニーズを把握することが重要と考えます
が、見解を伺います。

(２)

病児保育事業について、現在市内には２か所、盛岡市に４か所の病児保育施
設があります。例えば本市内の施設を利用する場合は、前日もしくは当日に提
携の小児科を受診します。受け入れ可能な場合、前日受診ができていれば８時
頃から、当日なら小児科受診後からの利用となり、迎えの時間は早いと１７時
の施設もあります。現状ではフルタイムで働いている場合、遅刻や早退をせざ
るを得ない可能性があり、結局は病児保育を利用せず、仕事を休む選択をして
いる保護者は数多くいると推測されます。もし、病児保育施設の預かり時間の
前後に預かって送迎してくれるサービスがあれば、特にも小さい子どもを育て
る保護者は安心して就労できると考えますが、見解を伺います。

(３)
本支援事業計画推進に向けた地域の役割として期待されるボランティアの育

成について、具体策を伺います。

６
月
17
日

安部　理絵　議員

○子どもがすくすく育つ環境づくりについて

本市にはたくさんの子どもたちがおり、保育園や放課後児童クラブなど、保護者が安
心して働ける環境づくりは今までも行われています。しかし、保育園に入れず待機児童
が発生している現状や、市民懇談会等で放課後児童クラブの指導員や保護者の話を聞く
限りでは、その施設規模や環境がまだまだ安心・安全なものではないと感じています。

また、子どもがすくすく育つ環境には地域の方々の力も必要であると考えます。核家
族化が進み、ひとり暮らし世帯も増えています。地域別計画の課題として、新しい住民
と地元住民との交流が少ないことや、若い世代の地域活動への参加が少ないことを指摘
する地域が多くあります。地域に子どもの居場所をつくることが地域づくりにも繋がる
と考え、早急な取組が必要と捉えています。

今年度からスタートした「第３期滝沢市子ども・子育て支援事業計画」は「こども基
本法」の理念を踏まえ、更なる子ども・子育て支援の取組を推進するために策定され、
本市の実情に応じたこども施策を総合的に推進するとともに、きめ細かく切れ目ない子
ども・子育て支援環境の充実に取り組むことを目指しています。その基本目標に掲げる
「子どもがすくすく育つ環境づくり」を中心に、以下について伺います。
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令和７年滝沢市議会定例会６月会議一般質問項目（通告書全文）

順序  通告議員・質問事項

６
月
17
日

○イベント等の動画配信について

本市では、市民参加の発表会や催事が数多くありますが、知らない間に終わっている
イベント、興味があったのに都合により参加できなかったイベント、参加してみてとて
も面白く、ほかの人にも見て欲しかったイベント等を後からでも観ることができるよう
に動画配信があればいいと感じています。例えば、学生アルバイトの成果発表会を動画
配信することで、市民へ本市の取組を周知することのみならず、新たに学生に向けたア
ピールになると考えます。また、たきざわ学びフェスタや滝沢ミライプロジェクトも会
場に集っているのは主に関係者で、一般市民はその存在を知っているのか疑問です。市
内外問わず、多くの人が知る機会を得るために動画配信が有効と考えますが、見解を伺
います。
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令和７年滝沢市議会定例会６月会議一般質問項目（通告書全文）

順序  通告議員・質問事項

９

(１)
民生委員・児童委員の活動について、市民や関係機関の理解を深めるための

支援や体制構築が重要と考えますが、本市の見解をお示しください。

(２)
民生委員・児童委員の欠員がなく、地域福祉の増進を遂行するためには、市

民参加及び協働が最重要課題であると捉えます。欠員の解消に向け、他自治体
の類似施策との比較検討を行うべきと考えますが、見解をお示しください。

(３)
民生委員・児童委員の活動支援につながる本市の取組について、タブレット

端末配付によるオンラインを活用した活動環境づくり、魅力・重要性を伝える
発信や広報周知が必要と考えますが、見解をお示しください。

(１) 　犯罪被害に遭わないため、本市における啓発の取組について伺います。

(２) 　防犯カメラ設置に対する本市の見解を伺います。

10

６
月
18
日

○防犯について

昨今、匿名・流動型犯罪グループ、いわゆる「トクリュウ」と呼ばれる犯罪集団によ
る被害が全国的に頻発しています。幸い本市内においては被害が報告されていません。
しかし、ＳＮＳ等を通じ結成された犯罪集団は全国で犯行に及んでいて、本市の市民が
被害に遭わないとは言い切れません。また、強盗まではいきませんが、本市内のある地
域では、窃盗自転車の放置や花植えプランターの窃盗等、数々の被害があると聞いてお
り、本市において、犯罪抑止につながる施策を講ずる必要があると考えます。

犯罪防止の一つの手段として、防犯カメラがあります。本市内でも主要施設には防犯
カメラが設置されていますが、現在の設置数や設置箇所を踏まえた上で更なる調査研究
が必要と考えます。また、防犯カメラは、市民のプライバシーを考慮した上で、導入す
べきと考えます。そこで、以下の点について伺います。

村木　香織　議員

○民生委員・児童委員について

菅野　福雄　議員

本年度は民生委員・児童委員一斉改選の年です。日々、民生委員・児童委員は、高齢
者、障がいをお持ちの方、子育て家庭、生活に困窮している方など、様々な市民の生活
上の悩み、問題について相談を受け、必要な支援や助言を行っています。また、一人暮
らしの高齢者や子育て中の家庭など、特に支援が必要な方を定期的に確認し、安否や生
活状況の見守り、福祉サービスの紹介や連絡調整、地域福祉の課題解決に向けて取り組
んでいます。さらに、子どもや家庭に関する問題への対応、学校や保育施設と連携し、
地域の子育て環境を整備する役割も担っています。地域において重要な役割を果たして
いる民生委員・児童委員ですが、本市においては、自治会を通して３年ごとに選出して
いるものの、欠員が生じている地域があるのが現状です。本市として、本年度の民生委
員・児童委員一斉改選を控え、なり手不足解消に向けた抜本的な施策が急務と考え、以
下の点について伺います。

２０２３年度は、年３０日以上登校せず「不登校」とされた全国の小中学生は過去最
多の３４万６，４８２人に上ったことが文部科学省の調査で分かりました。前年度より
４万７，４３４人増え３０万人超は初めてです。増加は１１年連続で、特に２０２０年
度以降に約１５万人増え、コロナ禍の影響が続いていることや適切な支援不足が背景に
あると同省はみています。同省によると「不登校」は病気や経済的理由を除き、心理・
社会的な要因などで登校できない状況を指すものとしています。不登校の子どもは小学
生１３万３７０人（前年度比２万５，２５８人増）、中学生２１万６，１１２人（前年
度比２万２，１７６人増）であり、合計人数は小中学生全体の３．７％（前年度比０．
５％増）でした。
　このことを踏まえて、次の４点を伺います。

○小中学生の不登校について
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令和７年滝沢市議会定例会６月会議一般質問項目（通告書全文）

順序  通告議員・質問事項

(１)
本市の小学生及び中学生の不登校児童生徒の中で、いじめが原因となった件

数を伺います。

(２) 　フレンド滝沢の２０２４年度の相談件数を伺います。

(３)
不登校になる前に「チーム学校」による支援を実施するため、１人１台のタ

ブレット端末を活用し、小さなＳＯＳに早期に気づくことや不登校児童生徒の
保護者への支援も必要と考えますが、見解を伺います。

(４)
文部科学省は「学びの多様化学校」を２０２７年度までに全都道府県に設置

し、将来的に３００校の設置を目指していますが、本市の対応等について当局
の見解を伺います。

(１)
近隣の自治体と比較して遅れを取っていると考えますが、何が原因と捉えて

いるのか見解を伺います。

(２)
ポータルサイトの採用が本市は４件で少ないと考えますが、見解を伺いま

す。

(３)

５年度のチャグチャグ馬コクラウドファンディング付きふるさと納税額は約
３４７万円でしたが、６年度の目標額は１００万円で実績は約１７０万円でし
た。７年度の目標額を１００万円と設定していますが、過去の実績よりも目標
額を引き下げた理由を伺います。

(４)
ふるさと納税者に対して感謝の気持ちを伝えることは重要なことと考えま

す。伝えればリピーターにつながると考えますが、見解を伺います。

(５) 　魅力ある返礼品発掘、創設が最大の課題だと考えますが、見解を伺います。

○ふるさと納税について

６年度の本市のふるさと納税の実績は、件数で３，８７７件、金額は約７,４００万
円であり、前年度との比較で、件数はマイナス２,４４２件（マイナス３９％）、金額
はマイナス約１,８８５万円（マイナス２０％）です。長い間低迷が続いていますが、
現状から脱却するための政策が必要です。雫石町は６年度約５億９,３００万円で過去
最高の金額となり、アマゾンを含めた１３のポータルサイトを採用し、時計やお米を中
心に寄附金額を伸ばしています。矢巾町の実績は約２億１,０００万円で１６のポータ
ルサイトを採用し、加工場があることで前沢牛や三陸わかめ等を扱っています。また、
八幡平市は９のポータルサイトを採用し、スキー券、リーガルコーポレーション商品、
旅行券等を扱い、５年度は約２億円、６年度はそれ以上の実績となるようです。
　以上のことについて、次の５点を伺います。

○災害時の要支援者避難支援について

近年多発している災害において、多くの高齢者や障がい者の方々が犠牲となっていま
す。市では、平成１９年１２月に「滝沢市災害時要援護者避難支援計画 災害時要援護
者の見守り・避難支援プラン」を策定し、「滝沢市災害時要援護者台帳登録制度」を創
設しました。その後、平成２５年の災害対策基本法の一部改正により、避難行動要支援
者の名簿の作成が市町村に義務づけられ、また、令和３年５月の同法の一部改正では、
避難行動要支援者ごとの個別支援計画の作成が市町村の努力義務となり、市は令和６年
１２月に「滝沢市避難行動要支援者支援計画」の改定を行い、災害時に「滝沢市避難行
動要支援者台帳登録制度」に基づき、「要支援者」として登録し、「だれが」「どこ
に」「どのように」避難するかを事前に決めておく個別避難計画を作成することを進め
ています。
　このことについて、次の３点を伺います。

６
月
18
日
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令和７年滝沢市議会定例会６月会議一般質問項目（通告書全文）

順序  通告議員・質問事項

(１)

個別避難計画は、国のガイドラインでは「市が主体となり作成する方法」と
「本人・地域により作成する方法」を同時に進めていくことが示されていま
す。市においては「滝沢市避難行動要支援者 個別避難計画書兼滝沢市避難行
動要支援者台帳登録申込書」の様式を示し、チラシなどで呼びかけを行ってい
ます。合理的配慮を必要とする災害弱者に対してより分かりやすく説明し、
「個別避難計画」の作成を行うための相談窓口を設定する必要があると考えま
すが、見解を伺います。

(２)

個別避難計画は、自治会や民生委員・児童委員など地域の方々と連携しなが
ら、自助、共助、公助の取組が求められ、モデル事業の取組も行われています
が、今後、自治会の現状（高齢化・人口減少・地域力の低下）を踏まえ、市全
域で統一的な取組を行う必要があると考えますが、見解を伺います。

(３) 　今後の福祉避難所について、物資や人員等の配置の取組方針を伺います。

11

(１) 　本市の高齢者の一人暮らし及び引きこもりの現状について伺います。

(２)
誰もが自由に使える居場所として、各自治会にそれぞれ施設を設置すること

が必要と考えますが、見解を伺います。

(３)
居場所づくりを行う場所として、空き家の活用が有効と考えますが、見解を

伺います。

(１)
スマートフォンの使い方がわかれば活用が進むと考えますが、デジタル機

器、特にもスマートフォン活用の支援体制について伺います。

(２)
自治会単位でのこまめなスマートフォン教室開催が活用の拡大につながって

いくと考えますが、自治会単位でのスマートフォン教室開催の考えがあるか伺
います。

○デジタル社会への対応について

６
月
18
日

マイナンバーカードも社会に定着し始め、今後も行政のデジタル化は加速度的に進む
ものと考えます。デジタル社会は、効率よく物事が進み時間短縮にもつながっていま
す。物事の素早い解決にも大いに寄与しています。人手不足の解消にも大いに役立って
いるデジタル化ですが、デジタル社会に対応しない、あるいはできない人たちが数多く
います。せっかく効率化を図りデジタル化を進めていますが、最大多数の人が利用でき
るよう対策が必要と捉えています。利用に対する支援体制について、以下の点を中心に
市の見解を伺います。

ビッグルーフ滝沢には自由に集える場所があり多くの市民でにぎわっていますが、そ
れ以外の地域に自由に集える場所がないという声をよく耳にします。いつでもだれでも
自由に気兼ねなく集うことのできる場所が、今こそ真に必要と考えます。

デジタル社会が急速に進んでいる現在、一昔前の人と人とが顔を突き合わせ語り合う
ことが少なくなってきました。電車に乗れば車内はそれぞれが携帯電話等の画面を見つ
めています。また、孤独化や孤立化が急速に拡大し、老若男女問わず引きこもっている
人が地域に暮らしています。

高齢者支援においては、高齢者の居場所づくりを位置づけていますが、高齢者だけで
はなく、引きこもりや放課後の児童生徒等も含めた、誰もが自由に集える居場所づくり
が重要な課題であると捉えています。地域における居場所づくりについて、以下の点を
中心に伺います。

小田島　清美　議員

○居場所づくりについて
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令和７年滝沢市議会定例会６月会議一般質問項目（通告書全文）

順序  通告議員・質問事項

(３)
コンビニエンスストアや郵便局などで必要書類を取得することや送金などが

可能ですが、活用するスキルを持っていない人にはハードルが高いと考えま
す。このような人への支援体制について伺います。

(１) 　報酬の増額について伺います。

(２) 　業務の分担、細分化について伺います。

(３) 　業務における心のサポートについて伺います。
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(１) 　本市の職員に対する「カスタマーハラスメント」の実態を伺います。

(２) 　職員の「心の病」と「カスタマーハラスメント」の因果関係を伺います。

(３) 　「カスタマーハラスメント」に関する職員研修の実態を伺います。

(４) 　「カスタマーハラスメント」に対する相談窓口の設置の考えを伺います。

(５) 　庁舎内の各受付窓口へのカメラ、録音機材設置の考えを伺います。

(６)
一般企業のコールセンターなどでは人工知能（ＡＩ)を活用し、顧客の怒鳴り

声を「怖くない声」に変換し、オペレーターに過度なストレスを与えない対応
策が効果を上げているとのことです。本市での導入の考えがあるか伺います。

(７)

東京都では本年４月から全国初の「東京都カスタマー・ハラスメント防止条
例」が施行されましたが、本市も「カスタマーハラスメントを許さない町」と
して職員だけではなく、市内の事業者も守るため条例化を検討するべきと考え
ますが、市長の考えを伺います。

(８) 　本市の学校教員に対する「カスタマーハラスメント」の実態を伺います。

(９) 　本市の小中学校校舎窓口への防犯カメラ、録音機材設置の考えを伺います。

(１０) 　警察との情報交換などの連携の考えを伺います。

６
月
18
日

○市の委嘱委員について

民生委員・児童委員や地区担当員等、市からの委嘱委員については何度も課題となっ
ていますが、一向に改善が見られない現状です。委員を一度引き受けたら辞退すること
が難しい、責任が大きい、多忙になる、報酬が少ない等様々な要因が挙げられています
が、以下の点を中心に市の見解を伺います。

○街灯の設置について

市商工会前の交差点から青山方面への道路が整備され、両側に歩道も整備されまし
た。中学校に通う生徒並びに歩行者の安全がより一層高まったと実感しています。しか
し、南側の歩道には街灯が設置されていますが、北側の歩道には設置されていません。
北側の歩道にも街灯を設置し、歩行者の安全を図るべきと考えますが、見解を伺いま
す。

顧客や取引先などからの理不尽な要求や悪質なクレームといった著しい迷惑行為を指
す、いわゆる「カスタマーハラスメント（カスハラ）」が後を絶ちません。本市におい
ても発生し得る問題だと考えますが、職員をカスタマーハラスメントから守るための対
応策について、以下の１０点を伺います。

相原　孝彦　議員

○カスタマーハラスメント対策について
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令和７年滝沢市議会定例会６月会議一般質問項目（通告書全文）

順序  通告議員・質問事項

(１)
民具保管庫に展示してある農具や民具を、今後どのように取り扱っていくの

か伺います。

(２)
南部曲がり屋藤倉邸や姥屋敷小中学校など、様々な映画やドラマなどに使わ

れた施設を本市の観光の目玉とするべきと考えますが、今後の管理方法につい
て伺います。

６
月
18
日

○滝沢市の歴史財産の保存について

アメリカのトランプ大統領政権が発表した相互関税の導入によって、日本国内の事業
者は先行きが見えない不安を抱えており、業績への影響が見通せない企業も多くあるよ
うです。このような中、経済産業省は事業者の不安を解消するため、特設サイト「米国
関税対策ワンストップポータル」を本年４月中旬から開設していますが、本市では市内
事業者とどのような連携・対応を取っているのか伺います。

○森林の感謝祭で植樹された桜について

平成２５年に滝沢で行われた「いわての森林（もり）の感謝祭」で、北部コミュニ
ティセンターから一本木小学校への道路の両側に３種類の桜の苗を植樹しました。その
桜の木も成長し、きれいな花を咲かせました。しかし、成長することで隣の桜の枝と干
渉するようになり、新しい葉が出てくるときれいと言うより、密集しジャングル化して
いる状況です。このような状況を改善するための方策について考えを伺います。

○米国の相互関税について

アメリカのトランプ大統領政権が発表した相互関税の導入によって、日本国内の事業
者は先行きが見えない不安を抱えており、業績への影響が見通せない企業も多くあるよ
うです。このような中、経済産業省は事業者の不安を解消するため、特設サイト「米国
関税対策ワンストップポータル」を本年４月中旬から開設していますが、本市では市内
事業者とどのような連携・対応を取っているのか伺います。
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